
「「「「人権問題人権問題人権問題人権問題にににに関関関関するするするする県民意識調査県民意識調査県民意識調査県民意識調査」」」」結果概要結果概要結果概要結果概要    

※「人権問題に関する県民意識調査報告書（平成 22 年 2 月）」より抜粋 

１ 人権問題について 

（１）基本的人権についての周知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）人権侵害の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）人権侵害の経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91.7 7.1 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

知っている 知らない 無回答

基本的人権基本的人権基本的人権基本的人権についてのについてのについてのについての周知度周知度周知度周知度はははは９９９９割割割割    

人権侵害人権侵害人権侵害人権侵害のののの推移推移推移推移はあまりはあまりはあまりはあまり変変変変わりないとわりないとわりないとわりないと思思思思っているっているっているっている人人人人がががが４４４４割割割割    

人権人権人権人権がががが侵害侵害侵害侵害されたとされたとされたとされたと思思思思ったことがあるったことがあるったことがあるったことがある人人人人のののの割合割合割合割合はははは 3333 割割割割    

岡山県全体（1,512）

21.3 44.6 12.620.3 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

少なくなってきた あまり変わらない 多くなってきた わからない 無回答

岡山県全体（1,512）

26.9 72.5 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

ある ない 無回答

岡山県全体（1,512）

基本的人権についての周知度は、「知っている」と回答した人の割合が 91.7％と 9 割を超えている。 

 

人権侵害の推移について、「あまり変わらない」と回答した人の割合が 44.6％と最も高く、次いで「少なくなっ

てきた」（21.3％）、「多くなってきた」（20.3％）、「わからない」（12.6％）の順となっている。 

人権侵害の経験について、「ない」と回答した人の割合が 72.5％となっているものの、「ある」と回答した人は

26.9％となっている。 



（４）人権侵害の内容（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主な人権課題に関する意識について 

（１）人権課題に対する関心（複数回答） 
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人権侵害人権侵害人権侵害人権侵害のののの内容内容内容内容としてはとしてはとしてはとしては、「、「、「、「あらぬあらぬあらぬあらぬ噂噂噂噂、、、、他人他人他人他人からのからのからのからの悪口悪口悪口悪口、、、、かげかげかげかげ口口口口」」」」がががが 5555 割割割割    

あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口

名誉・信用のき損、侮辱

警察官、公務員等による不当な取扱い

暴力、脅迫、強要

悪臭・騒音等の公害

差別待遇

使用者による労働強制・解雇等の不当な待遇 

プライバシーの侵害

セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント

全体（Ｎ＝406） 

関心関心関心関心があるがあるがあるがある人権課題人権課題人権課題人権課題はははは「「「「障害障害障害障害のあるのあるのあるのある人人人人」、「」、「」、「」、「高齢者高齢者高齢者高齢者」」」」がががが 5555 割割割割    

同和問題

女性

子ども

障害のある人

ハンセン病患者・回復者と家族

ＨＩＶ感染者等

高齢者

在住外国人

プライバシーの保護

インターネットによる人権侵害

消費者

犯罪被害者

刑を終えて出所した人

性的少数者

日本に帰国した中国残留邦人とその家族

無回答
全体（Ｎ＝1,512） 

（％） 

（％） 

人権侵害の内容について、「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」と回答した人の割合が 51.7％と最も高く、

次いで「名誉・信用のき損、侮辱」（26.6％）、「差別待遇（人種・信条・性別・社会的身分等により、不平等又は

不利益な取扱いをされた）」、「プライバシーの侵害」（ともに 19.5％）の順となっている。 

「改訂岡山県人権政策推進指針」に掲げている人権課題に対する関心について、「障害のある人」と回答し

た人の割合が 52.6％と最も高く、次いで「高齢者」（46.4％）、「プライバシーの保護」（36.4％）の順となってい

る。 

（※回答数が 10％未満の項目は省略） 
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３ 人権課題の解決のための方策について 

（１）どのような啓発活動が効果的と思うか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）人権課題の解決のための方策（複数回答） 
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効果的効果的効果的効果的なななな啓発活動啓発活動啓発活動啓発活動についてについてについてについて、「、「、「、「テレビ・ラジオテレビ・ラジオテレビ・ラジオテレビ・ラジオ」」」」がががが 5555 割割割割、「、「、「、「講演会講演会講演会講演会やややや研修会研修会研修会研修会」」」」がががが 4444 割割割割    

全体（Ｎ＝1,512） 

講演会や研修会

広報紙・パンフレット・ポスター

テレビ・ラジオ

映画・ビデオ

新聞・雑誌・週刊誌

ワークショップ

高齢者・障害のある人の疑似体験

高齢者・障害のある人等との交流会

自由な意見の交換ができる会合

人権課題人権課題人権課題人権課題のののの解決解決解決解決のためののためののためののための方策方策方策方策についてについてについてについて、「、「、「、「学校内外学校内外学校内外学校内外のののの人権教育人権教育人権教育人権教育をををを充実充実充実充実するするするする」、「」、「」、「」、「人権人権人権人権がががが侵害侵害侵害侵害されたされたされたされた被害被害被害被害

者者者者のののの救済救済救済救済・・・・支援支援支援支援をををを充実充実充実充実するするするする」、「」、「」、「」、「人権意識人権意識人権意識人権意識をををを高高高高めめめめ、、、、人権人権人権人権へのへのへのへの理解理解理解理解をををを深深深深めてもらうためのめてもらうためのめてもらうためのめてもらうための啓発広報活動啓発広報活動啓発広報活動啓発広報活動をををを

推進推進推進推進するするするする」」」」のののの３３３３つがつがつがつが 5555 割割割割    

全体（Ｎ＝1,512） 

人権意識を高め、人権への理解を深めてもらうための

啓発広報活動を推進

学校内外の人権教育を充実

人権課題に対応する専門の相談機関・施設を充実

人権が侵害された被害者の救済・支援を充実

犯罪の取締りを強化

人権に関する情報の収集及び提供を充実

人権侵犯事件の調査・処理や人権相談に関する人員を充実

国や地方自治体、民間団体等の関係機関が連携を図り、

一体的な教育・啓発広報活動を推進

（％） 

どのような啓発活動が効果的と思うかについて、「テレビ・ラジオ」と回答した人の割合が 51.9％と最も高く、

次いで「講演会や研修会」（40.5％）の順となっている。 

人権課題の解決のための方策について、「学校内外の人権教育を充実する」と回答した人の割合が 53.8％

と最も高く、次いで「人権が侵害された被害者の救済・支援を充実する」（45.8％）、「人権意識を高め、人権へ

の理解を深めてもらうための啓発広報活動を推進する」（45.3％）の順となっている。 

 

（％） 

（※回答数が 10％未満の項目は省略） 

（※回答数が 10％未満の項目は省略） 


